
第 1号 様式 (第11条、第13条、第14条関係)

事 業 者 排 出 量 肖1減 計 画 書 《重豆め
,変 更)

注 1該 当す る□には、 レ印を記 入 して くだ さい。特定事業者以外で 自主参加 され る事業者の方は、 レ印の記入は不要です。

2  基 準年度 Jと ,計 画期間の前年度 を  「 目標年度 じ とは計画期間の最終年度 をいいます。

3  事 業所等排 出区分り とは京都府内の事業所等の事業活動のためのエネ ′レギーの使用に伴い発生す る温電効果 ガスを  1輸 送車両排出区分 |と は 自動車運送事業者

については使用の本拠の位置 を京都府内 とする車両の」F出する温室効果ガスを、鉄道事業者については保有す る貨物 車両スは旅客車両の排出す る温室効果ガスを

その他排 出区分 |と は上記以外の京都府 内における事業所等の事業活動に伴い発生する温室効果 ガスをいいます。

4  1原 単位 当た りの温室効果ガス排 出量等 Jの 「用途区分Jに は、○○工場、事務所 な どの用途 を記 入 して くだ さい。 「原 単位 の指標 Jに は、分 子の 「二酸化炭素換

算りの 下に分母 となる指標 (生産数 量、延べ床 面積 、走行距離等 )を 記 入 して くだ さい。

5「 特記事項」には 平 成 2年 度 ( 1 9 9 0年 度)を 基準 と した排 出量の対比や省エネ製品開発 な ど他者の温室効果 ガス排 出削減への貢献、 グリー ン調達の採用、特

定 フロンな どの条例指定外の温室効果ガスの高J演な どを記 入 して くだ さい。

t=りT(法 人にあつ
ては、主たる事務所
の所在地)

京都市左京区岩倉幡枝町 1092-2

氏 名 (法人にあ っ

ては、名称及び代 表

者 の氏名 )

株式会社 プ リンスホテル
グラン ドプリンスホテル京都

事業者の主たる
業種 ホテル業

該 当す る事業者

要件

杉 京都府地球温暖化対策条例施行規則1第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に換算 して1,5 0 0キ
ロリットル以上) )

i  京 都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック又はバス100台以
L/タ クシー150台以上/鉄 道車両150両以上)

1 京 都府地球温暖化対策条例施行規則第 10条 第 4号 該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事業者 (二酸化
炭素に換算 して3.0 0 0トン以 上))

計 画 期 間 20年 4 月 2 3年 3月

基 本 方 夕1 エネルギー消費効率の改吾と廃乗物排出の削減を図 り全社員統一の意識を持ち 1 7年 度を基準年とした
C 0 2排 出量を5 %削 減を行 う。

推 進 体 制 支配人を統括 とす る 1安全衛生委員会」にて実施 計画の策定 と推進体制 を整える。

県境マネ ジメン トシステムる称

適用範囲

取得年月 日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の計画

年 度 設 備 、 対 象 、 工 程 等 計 画 内 容

2 0年 度 給リト気ファン 整備 による運転効率の向上 を図 る。

温室効果ガスの

排出量等 排出区分
基 牛 午 反 く夫 額 ブ

(19)年 度
( i l 酸化炭素換算)

H 僚 午 及 ( 言T 凶 '

(22)年 度
( 二酸化炭素換算)

増減率
(計画)

A事 業所等排出区分 t 4,600  t 12 %

B輸 送車両排 出区分 t t %

Cそ の他排出区分 t t %

排 出合計 4,544 2               4,600 1■ %

目標設定の考え方
tf“ なをヽい1と tiS%分 ●02印 サ競i t4は191慎 で達成ttが 今後Ⅲ共弘人 収 とをt ifてい〔中ご、きくサ1転 を

原単位当たりの

温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標 基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 増減率 (計画)

宿泊施設
二 腰 化 炭 索 換 算

2 949 2 800 -51 %

申
%

二酸化炭素換算

宗単位の指標及び計画数4 L F設定の
考え方

D F出量では大きな設備投資を終え大きな削減が見込めないが原単位の観点から
ハー ド、ソフ トの運用調整を図り基準年から- 5 %の 目標を設定

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの

削減量等

対策等の区分
目標年度 (計画)

取 組 量 等 ( 二酸化炭素棋 算)

森林の保全及び整備 ( 整備 面積 ) (吸収量) t

不F内産の木材の利用 ( 利用量) (削減量) t

自然エネルギーを利用 した電力又
は熱の供給

( 売電 量) kwh ( 削減量) 〔

( 熱供給量) (削減量) t

グ リーン電力の購入 ( 購入量) (肖J滅量) t

削減量等合言十 t

差引排出量

( 排出合計 ―削減等 合計 )

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 増減率 (計画)
*1                 4、 544  t ■2)(,3)             4600 t |ユ  %

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特 記 事 項


